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整形 外科 領域 に おけ るAminodeoxykanamycinの 使 用経 験

助教授 山 本 一 男

山口大学医学部整形外科学教室

1.は じ め に

Aminodeoxykanamycinは グ ラ ム陽 性 菌,陰 性 菌 に対

し,強 力な 殺菌 作 用 を有 してお り,本 剤 は 明 治 製 菓(株)

に ょっ て放 線 菌(Stroptomlceskanam1ceticas)の1変 異 株

か ら分離 され た 新 しい抗 生 物 質 で あ る。

そ の作用 お よび 特 長 は,文 献 に よつ てみ る と,

(1)強 力 な抗 菌 作 用 を 有 し,殺 菌 的 に作 用 し,広 範 囲

の抗菌 スペ ク トラ ムを 有 す る新 抗 生物 質 で あ る。

(2)各 種 の他 剤 耐 性 菌 に も有 効 で,安 定 した抗 生 物 質

で あ る。

③ 高 い 血 中,臓 器 内 濃 度 を 示 し;少 量 で す ぐれ た 効

果 が得 られ る。

(4)他 剤 との 配合 変化 は,ほ と ん どな い。

⑤ 毒 性 の低 い 抗 生物 質 で あ る。

な どが記 載 され て い る。

Am量nodeoxykanamycinの 構 造 は,2'一一Amino-2ノ ーdeoxy-

kamamycinの 硫 酸 塩 で,化 学 構 造 は下 記 の よ うで あ

る。
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本剤 を感 染 性 疾 患,手 術 後 の 感染,化 膿 防止 の 目的 に

使 用 した の で,そ の治 療 成 績,副 作 用 な どに つ い て報 告

す る。

II.対 象および投与法

最近2ヵ 月間に,当 整形外 科お よびその他の関 係病院

に入院 し加療 した24例 に使用 した。

症例の大別は

感染性疾患

骨折例

脊椎部疾患

その他

6例

7例

8例

3例 計24例

であるが,ほ とん どの症例が術後に使用 している。

1.感 染性疾患

病巣あ るいは痩孔が あつ て,化 膿菌 または結核菌が検

出 され る症例 で,

下腿骨 々髄 炎お よび痩孔形成2例

脊椎 カ リエ ス兼痩孔 形成2例

脊椎 カ リエ ス病巣郭清術後例1例

第4腰 椎圧迫骨折お よび脊髄損傷,

褥創形成1例

の6例 である。

性 別では男3例,女3例 で,年 令別では20才 代1例,

30才 代2例,40才 代2例,60才 代1例 で,平 均年令

は40.5才 である(表1)。

2.骨 折例

来院時 の創の状態に よつて開放骨折例 と閉鎖骨折例に

大別 した。

開放骨折例は創に よつて外界 と骨折部 と交通 してい る

症 例で,下 腿骨4例 で,閉 鎖骨折 は 大 腿骨頸 部骨折1

例,大 腿 骨 々幹部骨折2例 の計3例 で,開 放,閉 鎖骨折

の計7例 に使用 した。

性別では男6例,女1例 で男性が多 く,年 令別では

40才 代3例,50才 代3例,70才 代1例 で,平 均年 令

は52。7才 で,か な りの高年令であつ た(表2)。

3。 脊椎部疾患例

腰 部椎 間板 ヘルニア4例,頸 部脊椎骨軟骨症(後 縦靱

帯骨 化)2例,脊 椎分離症,第4頸 椎前方 脱臼お よび頸

髄 損傷例各1例 の計8例 で,い ずれ も観血的治療 を必要

とし,全 例 とも手術後使用 した。

性別では男7例,女1例 で,男 性に多 く,年 令別では

20才 代2例,30才 代1例,40才 代3例,50才 代2例

で,平 均年令は40.6才 である(表3)。

4.そ の他

そ の他,25才,女 子の右脛骨巨細胞腫に対 して病 巣掻

爬 術お よび骨移植術 を行なつた症例,13才 男子の左 臼蓋

形成不 全例 に対 して臼蓋形成 術を行 なつた症例 と変形性

股 関節症に関節形 成術を行 なつ た43才 女子 の症例 で,

計3例 に手術後使用 した(表4)。

5.投 与方 法

全例 とも1回200mgを1日2回 筋肉注射を行ない,5

日間、計2,000mgを 連続投与 し使用 した。 なお1瓶200

mgに は 注射用蒸留水2mlを 加え溶か して使用 した。
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表1感 染 性 疾 患(6例)

番

号

症

例

闘

ヨ旧令

病 名 術 式

腎機i能 肝 機 能

1

2

菖;箋i罫

ド;男トー …
騨 七瀧

卜
缶
O
O

↑
自
○

o
且

謡
く

一

.諏
山

一
〇
編
○

3

4

5

6

29 男

30 女

67 女

45 女

37 男

右下腿骨 々髄炎

脊椎 カ リー ス兼
痩孔形成

同 上

∬刺椎
翻

脊
¢

脊 髄 損 傷
褥 瘡 形 成

・・gls

O・8ilO

一11回4

「24i10i4

291155

一一}27

】

146

0.8

0.8

8

9

0,913

LO13

1.5

郭 清 術,.骨

移 植 術

植 皮 術

1.8

聴力

検査

耐性

検査

3・醗欝1検 出

で きず50同上

2.33

1.8

0

30

4.05

3.85

ヰ調1ド:::
u

=ill郡

』olエ56

2gil　5

0。82

0.86

1.1 15

1、OI4

3.5

1.9

1.6

1。4

0

0

同上

同上

を
ず

上

常

め

同

異
認

AU

ハU

4

3

を
ず

上

常

め

同

異
認

《
U

(
V

り
1

髭」

3.010

2.83

0

0

G.n.

感 受性

(什)

感 受性

(什)

検 出
で きず

同上

G.n.

感 受 性

(紛

感 受 性(
世 〉

用
.蹴
鋤

併
薬
傷

…

(一)

(一)

ス トwイ

カ ナ マ イ

(ノく スヒ ドラ)

ス トマ イ

カ ナマ イ

(バ スヒ ドラ)

カ ナ マ イ
ス トマ イ

ク 獄マ イ

(パ スヒ ドラ)

(一)

投与量

(mg)投与

期間

400×5

2,000

同上

同上

同上

同上

同上

効

果

十

士

十

十

士

副作用

認めず

同上

同上

同上

同上

同上

1・L=icterlcindex,Chol=・Cholinesterase,Ph・t=phenolturb・t・,Alk.pho=Alk・phosphataseの 略(以 下 同 じ)

III.検 査 項 日

1)感 染 性 疾 患 で は,塗 抹,培 養 に よる細 菌 検 査 を行

な い,細 菌 を認 め た 症 例 に は 耐 性 検 査 を行 な つ た 。

2)手 術 後 使 用 例 で は 全 身 症 状(特 に 手 術 後 発 熱 期

間,自 覚 症 状 な ど)お よび 局 所 所 見 を観 察 し感 染 の 有 無

を確 め た。

3)手 術 例 は 術 前,術 後 に 腎 機 能 検 査 と して 検 尿(主

と して蛋 白),N・P.N.,UreaNを 検 査 し,肝 機 能 検 査 と

してCCFT,ictericindex,Chelinesterasc,phenolturb.

test,Alk.phasphatase,GPTを 検 査 し,Aminodeoxy-

kanamycin使 用 の 前,後 を比 較 し,そ の障 害 の有,無

を 確 め た 。

4)頭 痛,し び れ 感,過 敏 症 状 な どの 副 作用 を使 用 中

観 察 した 。 「

5)ll例 にAminodeoxykanamycin使 用 前,後 の聴

力 検 査 を耳 鼻 科 に 依 頼 して行 な い比 較 した。

IV.効 果 判 定 基 準

1)化 膿菌な どを確認 し,Am三 Ωodeoxykanamycinの

使用前,後 を比較 し,使 用終了後,確 実に化膿菌な どを

検 出 しな くなつた ものは有効度(什)と した。

2)化 膿菌な どを確認 し,Aminodeoxykanamycin使

用後 も化膿菌な どを検 出す るが,局 所の分泌液 および排

膿量 の減少を きた した ものは有効度(什)と した。

3)術 前か ら化膿菌な どは検出 しないか,あ るいは感

染巣のない症例に対 して観血的治療を行 ない,手 術後発

熱期間が3日 以内で,そ の後は,感 染化膿菌は認め られ

ず,術 後の経 過 も順 調な ものは有効度(十)と した。

4)手 術後発熱期間が3日 以上,7日 以 内で,術 後経

過が順 調な もの,ま たは,病 巣があ り,化 膿菌な どを検

出 し,Aminodeoxykanamycin使 用後,分 泌液 または排

膿量がやや減少 した ものは有 効度(±)と した。

5)Aminodeoxykanamycin使 用前,後 を比較 し,排

膿量 や,局 所 々見が 使用前 と全 く変 らなかつた り,手 術

後Aminodeoxykanamycinか 使用中 に 感染,化 膿巣を

確実 に認めた ものは有効度(一)と した。

6)な お,Aminodeoxykanamycin使 用前,後 を比較

し,各 症例につ き腎機能,肝 機能お よび聴力検査 を比較

し,腎 機能障害,肝 機能障害 および聴力障害の出現 の程

度お よび頻度を比較観察 した。
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表2骨 ・折(7例)

番

号

症

例

IO

11

12

13

年性

咽男令

53 男

58 男

48 男

421男

48 男

79 女

50 男

病 名

左大腿骨 々折
左下腿骨開放骨
折

左下腿骨開放骨
折

同 上

右下腿骨開放骨
折

左 大 腿 骨 々折

左大腿骨頸部骨
折

左 大 腿 骨 々折

徳 式

骨 接合 術

骨 接 合術

ギプス固定

骨 折 合術

骨 折 合 術

人工骨頭置
換術

骨 接 合術

腎機能

蛋iz
鎖

白z

肝 機 能

卜
焦
O
O

8
氏
0

2

"
当
く

⇔

.談
隣

ち
調
O

岡

.
一

Z

$

』
邑P

」3621 5

30163

」281i3

1.013

O.7

0.74

一一i2685

i

」24104

84「25

26125

819

2411

27i14

18

9

1・Oil1

1、2114

o・8i12

O.7

0.72

0.54

0.74

65
鞍
92

25

27

27

105

13

13

5

10

2.7

3.5

1.5

1.6

8

2

8

0

0

聴力

検査

0

50

1.97

2.05

3.8

3.85

5

9

0.913

1。1

1.2

12

14

60.97

0

0

調讐
1.8

2.9

を
ず

上

常
め

同

異
認

(U

ハU

17

5

151.0

1.2 6

2.48

1.57

0

0

0

0

耐性

検査

趨雛
用
.㎎鋤

併
薬
…傷

マ
イ

日

後

マ
3

傷

ロ

ン

受

ト

シ
間

轡

同上

同上

同上

受 傷 後 ク
ロ マ イ

Ig3日

間

受 傷 後 ケ
ミサ ク

LO93

臼間

400×5

〃

〃

〃

〃

〃

〃

効

果

十

十

十

十

十

十

十

副作用

認 めず

〃

〃

〃

〃

〃

〃

V.治 療 成 績

1)感 染性疾患

6例 に1回200mg,1日400mgを5日 間使用 した。

症例1(重 例)は 左下腿骨 々髄 炎に よる痩孔性搬痕

が広範囲にあ り,皮 膚組織は悪性腫瘍化 する可能性が あ

るため,レ 線上 で骨硬化像がみ られる部 を広範 囲に切除

し,搬 痕に対 しても広範囲に切 除 したのち中 間層の植皮

術を行なつた。

手術後5日 間2,000mgを 使 粛 した。

術後の経過は良好 で,3日 以内に解熱 し経過順調 で植

皮部の着床は良好 で,術 後再発の徴候 もな く,有 効度

(+)と した。

なお細菌は培養 を行なつたが陰性であつた。肝,腎 機

能および聴力検査 を術前,術 後を比較 して正常範囲 で障

害は認めなかつた。

症例2(阿 例)は 右下腿骨 々髄 炎兼痩孔 形成の症例

で排膿がみ られた。 細菌培養で グラム陰 性菌 を 検 出 し

た。
ケ5日間2

,000mg使 用後,排 膿量はやや減少 したが,

局所 々見で も著 明な好転はみ られず,有 効度(士)と し

た。

Aminode◎xykanamycin使 用前,後 の 諸検 査結果 で

は,異 常をみなかつた。

症例3(本 例)は 脊椎 カ リエス兼痩孔 形成の症例 で

排膿が相当多量み られ,細 菌培養 でグラム陰 性菌 を検 出

した。

5,日間2,000mgを 使 用 したが,排 膿量は使用前 と変

らず,使 用後 の培養で も同様 の細菌検出がみ られ,有 効

度(一)と した。

なお,本 例使用前,後 の諸検査結果では異常をみなか

つ た。

症例4(田 例)は 脊椎 カ リエス兼痩孔形成例で中等

度 の排膿量がみ られた。 細菌培養 でグラム陽性菌がわず

か に検 出できた。5日 問2,000mg使 用後排膿量は減少

を しめ し少量 となつて きたので有効度(十)と した。

Aminodeoxykanamycin使 用前 より軽度 な肝機能,腎

機能障害がみ られたが,本 剤使用後,障 害 の程度が増悪
～

す る傾 向は み られ な か つ た。

症 例5(原 例)は 第3,4腰 椎 カ リエ ス で 病 巣 廓 清

術,骨 移 植 術 を施 行 。 術 後6日 まで37.0～37.9℃ の発

熱 が持 続 す るた め 術 後7日 よ りAminodeoxykanamycin

を使 用 した 。 使 用後2日 目 よ り解 熱 し,以 後経 過 順 調 な

症 例 で 有効 度(十)と した。
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表3脊 椎 部 疾 患(8例 〉

番

号

14

症

例

年性

別令

男

15} 2,1男

16豊 ・35男

17

18

男53

19

591男

20

21

47 女

43 男

20 男

病 名

腰 部椎間板 ヘル
ニア

同 上

脊 椎 分 離 症

頸部脊椎骨軟骨
症後縦靱帯骨化

同 上

第4頸 椎 前方脱
臼骨 折頸髄損傷

腰都椎 間板 ヘル
ニア

司 上

術 式

椎3切 除 術
ヘル ニア別

出術

同 上

脊椎固定術

後 方 椎3切
除 術

(C3～C6)

前方固定術

前 方 固定 術

(C4～C5)

椎3切 除術
ヘル ニア捌

出術

同 上

腎機能 肝 機 能

卜
匹
O
O

↑
店
O

o
且

占
く

一
護
ら

で
ぶ
O

一

.一

Z

$

』P

Z
幽
Z
　

蛋

白

」26}14

21 8

4io.8

4rlO・9

17

10

2.2

1.5

5

4

聴力

検査

一一一」2sil3

「23
10

を
ず

上

常

め

同

異
認

(U

n
V

4iO.97114

4iO・88i12

」2116

-2α13{

4!O.75

40.91

13

9

2.0 S!ol

L87

L5

0

」2319

18

4【0

L3i50i

8!0.9511{

65P・538

25ilO7

20151

3.5

i2・6

0.66!2

0.85

2313

2414

26

2フ

14

10

30115

2410

0.73

9

13

0.88415

4!0.868

41()・92

410.75

0.84

10

12

15

1.7

1.5

1.5

1、8

L4

:幣
1・1講 享

0同 上1

を
ず

上

常

め

同

異
認

《U

(U

4

民
」

50

1.46

L6

1.5

0

07

40

耐性

検査

用
.鰻鋤

併
薬
傷

…

(一)

(一)

{・一

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

投与量

(mg)投与

期間

400×5

岡上

同上

同上

効

果

十

十

士

士

同上

同上

同上

同上

十

十

十

十

副作用

認めず

岡上

同上

同上

同上

同 上 ・

同上

同上

表4そ の 他(3例 〉

番ll年 性

別

病 名 術 式

腎機能 肝 機 能
聴力

検査

}

耐性

検査

〉

併 用
薬 品

(抗生物質)

投与量(
mg)

投与

期間

効

果

副作用

症

号【 例
ム
刀i

i蛋z

白に

傷

墾

z

劃一

『 至
o 鑓

司 £量

く
基i§

22原 右頸骨巨細胞腫 掻爬,骨 移

植術

」201sl310 .87

llll
5i1.3

一121i1015P ・58i5 1.9

1:ll
(_>400×5十 認 めず

23

24縄

13 男 左臼蓋形成不全 臼蓋形成術
301i4

28112}

431女 変形性股関節症 関節形成術
2413

一i251io

510.58i5…6。6hool

軸 ト1生・171・1
(一)同 上 認 めず

5!。.ssli31i.3

5P89i16
8・0

1.87 0
(一)

600mg投 与

で全 身発疹
600の ため中止

し3日 で消
退す

術前,後 の肝,腎 機能,聴 力検査では異常はみ られな

か つた(図1)。i

症例6(林 例)は 第4腰 椎圧迫骨折兼脊髄損傷例で

腎部 に相 当大 きな褥瘡がみ られ た。 褥瘡部 を切除 し,全

層植皮術 を施行 し,術 後5日 以内で解熱 し,3週 間後植

皮 の着床 も良好 であ り有効度(士)と した。 術前,後 の諸

検 査では異常をみなかつた。

以 上,感 染性疾患例6例 にAminodeoxykanamycin

2,000mgを 使用 しtg結 果,有 効度(十)3例(50%)・ 有

効度(±>2例(26%),有 効度(一)1例 であ り,難 治性・

陳 旧性 の骨髄炎 や,脊 椎 カ リエスに も効果があ るのでは

ないか と思 われ る。



VOL.17NO.9 CHEMOTHERAPY 1787

2)骨 折例

7例(開 放性4例,閉 鎖性3例)に1回200mg,1

日400mgを5日 間使用 した。開放性骨折4例 は全例に

開放創 より細菌培 養を行 なつ たが,い ずれ も化膿菌は認

めなかつた。受傷後 ただちに本剤 を使用 した症例9(伊

例)は 受傷後3日 で解熱 し,手 術後ただ ちに本剤を使

用 した症例7(山 例),症 例10(山 例)は 術後2日,

症例8(松 例)は術後3日 で,す べて解熱 し,感染,化 膿

もな く経過順調であつ た。 したがつ て,全 例有効度(+)

とした(図2)。

閉鎖骨折3例 は手術後ただちに本剤 を使用 し,症 例ll

( 例)は術後1日,症 例12(園 例),症 例13(清

例)は 術後2日 で解熱 し,以 後,感 染,化 膿 もな く経 過

順調で有効度(十)と した。

以上,骨 折例においては術後1～3日 以内に全症例 が

術後の発熱は解熱 してお り,受 傷お よび手術後約2ヵ 月

間の経過はすべて順 調で,7例 全例が有効度(十)で あ

つた。

なお,症 例7,症 例10,症 例llは 使用前,後 に若

干の肝,腎 機能障害 をみたが,そ の後は経 過順 調で1カ

月後の肝,腎 機能検査では障害はみ られず,こ れ らの

肝,腎 障害は,外 傷 による一過性の もの と 思 わ れ,

Aminodeoxykanamycinウ こ関係ない もの と思われ る。

3)脊 椎部 疾患(手 術後使用例)
ア

頸椎部お よび腰椎 部疾患8例 に観血的治療を行ない,

図1腰 椎 カ リエ ス(L3～ 図2骨 折(53才 男)

L4)原 例

図3後 縦 靱帯骨化

( 例)

鍵蓼

彰

左=大 腿骨 々幹

中央:大 腿骨下端

右1下 腿骨

、

図4頸 椎前方脱 臼

( 例)

騨

手術後Aminodeoxykanamycinを1日400mgを5日

間(2,000mg)使 用 した。

i)頸 椎 部疾患

頸 部脊椎骨軟骨症 および後縦靱帯骨化が2例 ある。症

例17(芦 例)はC3～C6の 範 囲に後方椎弓切除術,硬

膜切開 術を行 ない,術 後5日 以内に解熱 した。以 後,感

染,1化 膿 もな く経過順調 で有効度(土)と した(図3)。

症例18(村 例)はC4～C5,C5～C6,C6～C7の 前

方固定術を行ない術後2日 で解熱 した。 以後,感 染,化

膿 な く経う翻 頁調 で有効度(十)と した。・

症例19(鈴 例)は 第4頸 椎前方脱臼骨折兼頸髄損傷

例 で,C4～C5の 観血的整復お よび前方 固定術 を施行 し

た。術後2日 で解熱 し,以 後,感 染,化 膿な く経過順調

で有効度(十)と した(図4)。

したがつて,頸 椎部疾患3例 中全例有 効度(+)で あ

つ た。症例17は 術前軽度の肝機能障害があつ たが,術

後,肝 機能は正常値 をしめ した。 他の全例 とも術前,術

後 の肝,腎 機能,聴 力検査では異常はみ られなかつた。

ii)腰 椎部疾患

腰部椎間板ヘル ニアに対 し,椎 弓切除 術でヘ ルニア捌

出術 を行なつた4例 に手術後1回200mg,1日400mg

を5日 間使用 した。

症例14(城 例)は 右L4～L5間 の椎 間板ヘルニアで

椎弓切除術後2日 で解熱 した。以 後,経 過順調 で有効度

(+)と した。

症例15(山 例)は 左L5～S、 間 の 椎間板ヘ ルニア

で椎弓間侵入法で行ない術後1日 で解熱 した。以後,経

過順調 で有効度(+)例 とした。

症例20(山 例)は 右L4～L5の 椎 間板ヘルニアで椎

弓切除術後3日 で解熱 した。 以後,経 過順調 で有効度

(+)と した。

症例21(不 例)は再手術で右L4～L5間 の残存椎間

板 ヘルニアとL5神 経根部の癒着例で椎 弓切除 術を行な

い術後3日 で解熱 した。 以後,経 過順調で有効度(+)

とした。

症例16(豊 例)は 第5腰 椎分離症 で 両 側椎 弓切除

術,腰 椎後方固定術(H型 骨移植術)を 施 行,術 後6日

で解熱 した。以後,経 過順調で有効度(士)と した。

腰椎部疾患5例 中4例 が有効度(+)(80%),有 効度

(±)1例 であつた。

使用前,後 の肝,腎 機能お よび聴力の検査では異常は

み られなかつた。

4)そ の他の疾患

症 例22(原 例)は右脛骨巨細胞腫で病巣掻爬 術を行

なつ た後,両 側腸骨,左 腓骨 よ り自家骨 を採取 し,病 巣
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図5骨 巨細 胞 腫(原 例25才 女)

左.術 前 右:術 後

叢

欝
鮮
驚

陛

灘
部 に充填 移植 した。病 巣部の細菌培養 を行なつたが化膿

菌 は検出され なかつ た。 手術後大腿 よ り足尖 まで ギプス

包 帯固定 を施行 し,術 後2日 で解熱 した。そ の後,経 過

順 調で有効度(十)と した。術前,後 の肝,腎 機能お よび

聴 力検査 では異常 はみ られなかつた(図5)。

症 例23(内 例)は 左臼蓋形成不全例で左臼蓋形成術

を行 なつ て,手 術後 ギプス固定 を胴 よ り左下肢にかけ行

なつた。

術後5日 間他 の抗生物質を使用 して も,術 後4日 まで

38℃ の発熱が み られ,術 後10日 まで37.6℃ の発熱が

持続 してい た。 しか し局所 の炎症性所見はみ られなかつ

た。手術侵襲 に よる一過性 の発熱 と思 わ れ る。 有効度

(一)と した。

症例24(縄 例)は 多発性関節 ロイマチで右変形性股

関節症 で疹痛が強 いた め股関節形成術 を施行 した。手術

終了直後に2POmgを 筋 注 し異常はみ られなかつたが・

手術翌 日朝200mgを 筋注 した後に,全 身に発疹が 出現

した。夕刻 さ らに200mgを 筋注 した ところ発疹がやや
の

増強す る傾 向にあるため本剤 の投与 を中止 した。

中止後2日 で発疹は完全 に消退 した。600mgの 使用

で中止 してお り有効度(一)と したが,本 症例は治療効果

の判定 には含 まれ ない ので効果判定か らは除外 した。術

後 の肝,腎 機能,聴 力検 査では症例23,24と も異常はみ

られ なかつ た。

以上,そ の他の3症 例では有 効度(+)1例,有 効度

(一)1例 で,副 作用が1例 にみ られた。

各 症例に よりそ の治療成績 を判定 した が,感 染性疾

患,骨 折 例,脊 椎 部疾患,そ の他の群 について治療成績

をみ ると,感 染性 疾患 中,骨 髄炎2例 は有効度(+)1

例,有 効度(士)1例 であ り,脊 椎 カ リエスは有効度(十)

2例,有 効度(一)1例 であつ た。 なお,有 効度(一)の1

例は排膿が多量にみ られ る陳 旧性 の難治例 であ る。本症

例は今後 さらに使用を続行 してみた い と思つ てい る。褥

瘡 に対す る植皮術を行 なつた例は有効度(士)で あつた。

したがつて感染性 疾患6例 中有効度(十)3例(50%),

有効度(±)2例 で,有 効度(±)もAminodeoxykanamycin

を使用 しい ささか の効果 があつ たもの と思われ るの で,

感染性疾患 に対 して本 剤を1日400mg・5・ 日間連続筋

注を行 なつた結果76%に 効果がみ とめ られた。次いで

骨折例7例 につ いてみ ると開放性骨折では創部を充分に

洗瀞 し,創 縁清浄化 を行なつた後,創 が閉鎖 し開放創が ・

治癒 した後 に観血的治療 を行 なつた。 、

開放骨折例 中症例9は 受傷 直後 よ り'Aminodcoxy-

kanamycinを5日 間使用 してお り,創 の感染,化 膿 はみ

られなかつた。 ・'・

なお,症 例9は 保存的治療 を行ない経過良好 である。

他 の症 例7,8,10は いずれ も開放創が治癒 して後に観血

的治療を行ない手術後に使用 した。

閉鎖骨折は受傷後一定期間をお き,局 所 の腫脹,全 身

の症状の好転がみ られた後に観血的治療を原則 と して行

なつた。

開放骨折例,閉 鎖骨折例いずれ も手術後,ま たは受傷

後3日 以内に解熱 した。その後,感 染,化 膿 の傾向ほ認

め られず,い ずれ も経 過順調であ り全例が=有効度(十)で

あつた。

脊椎部疾患8例 はすべて手術後使用 してお り,・頸椎部 ・

では有効度(十)2例,有 効度(士)1例,腰 椎部では有効

度(+)4例,有 効度(士)1例 であ り,術 後5日 以上 の発

熱はみ られなかつた。術後全例 とも経 過良好 で,術 後の

感染,化 膿がみ られず,感 染防止に対 する効果は全例に

あつた ものと思われ る。

その他 の3症 例では有効度(+)1例,有 効度(一)1例

であつた。 症例23は 手術後10日 の発熱持続 を み た

が,局 所 々見 と して特に手術創 の感染,化 膿 の徴候はみ

られなかつた。 したがつて本症の発 熱は手術侵襲に よる

一過性 の発熱 と思われ,有 効度(一)と は したが,術 後感

染 とは考 えに くく感染防止 とい う点 ではAminodeoxy-

kanamycinは そ の役割 を ある程度 はた している ものと

思われた。

以上,24症 例に対 してAminodeoxykanamycin'を

1回200mg,1日400mgを5日 間連続筋注 した 結

果,1例 に副作用(発 疹)が み られ たため投与を中止 し,

たが,23症 例について本剤に よる治療成績 を出しえた。

すなわ ち,23症 例中,有 効度(+)17例(74%),有

効度(±)4例(17%),有 効度(一)2例 であ り,有 効度

(±)例 も5日以内に解熱 し,以後,感 染,化膿創 の微候は糞じ

くな く経過順調のため術後感 染防止 に対 してはAminCF

deoxyk6namycinの 効果が あつ たものとす るな らば23症

例中91%に 効果があつた もの と思われる。また症例中

に強度な感染疾患のないため有効度(柑)(十)は み られな

かつた(表5)。

なお,他 の抗生物質の比較は してないが,症例5の よう

に他の抗生物質を投与中に もかかわ らず発熱が持続 して
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表5治 療 成績(23例)

有
効
度

十

士

17例(74%)

4(17)

2(9)

}21例(91%)

いたため,Aminodeoxykanamycinを 投与 した ところ・

投与後2日 で解熱がみ られた。 この ことはAminodeOxy-

kanamycinの 感受性 の点 もあるが,血 中への移行が早

く,持 続性が長いのではないか とも思われ注 目すべ き症

例 と思われ る。近 藤はAminodeoxykanamycinの 骨折部

血腫内濃度について報告 し,そ の内で ①Aminodeoxy--

kanamycinIOmg/kgを 筋注 した場合の血 中濃 度は カナ

vイ シン約30mglkgに 相 当す る。②他 の抗生物質であ

るペニシ リン,ス トマイな どより血中濃度はたか く,す

ぐれてい ると述べてお り,Aminedeoxykanamycinが 他

の抗生物質に比較 して優れた抗 生物質 であることを証明

しているものと思われ る。

図6腎 機 能

●術前 ×術後

〃ρノv

VI.副 作 用

副作用 としてあ らわれ るといわれている第8脳 神経障

害である難聴,耳 鳴,眩 量な どに対 しては耳鼻科 に依頼

して診断 および聴 力検査を うけた。肝 ・腎機能障害 に対

しては,検 尿,NPN,UreaNお よびCCFT,Icteric

index,cholinesterase,phenolturb.test,Alk.phospha-

tase,.GPTを 行なつた。頭痛,し びれ感,過 敏症状な ど

について も観 察 した。

'その結果,耳 鼻科において確実に使用前,後 の聴 力検

査を行ないえた11例 塾 は全例 とも5日 間の投与では異

常は認め られず他の12例 も自覚的に全 く異常を認めな

かつた。

肝・腎機能に対 しては別表 のよ うな結果がえ られ,著 明

な障害は全例に認め られ なかつ た(図6～9)。 しか し,

症例4,7,ll,23に 関 しては軽度 の肝機能障害が疑わ

れる数値を使用前に認めたが,そ の うち 症例7,11,

17,23は 使用後の検査で改 善され ていた。

症例 王0は使用後GPTが17と 一過性に高値を しめ

したが・1カ 月後には正 常値になつた。腎機能 では癌例

7,23が 使用前,軽 度 にNPN,UreaNの 高値がみ られ

たが,使 用後は改善 していた。使用後,腎 機能障害が認

め与れた症例は1例 もなかつた。

その他,頭 痛,し びれ感はなかつたが,症 例24の1

例に400mg使 用後に,全 身発疹 をきた したため600mg

投与で中止 した。

以上聴力検査,肝 ・腎機能検査な どを行なつた結 果,

全身発疹 の1例 を除い ては著明 な副作用は認め られなか

つた。
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Aminodeoxykanamycinは,そ の作用が静菌作用でな

く殺菌作用にあ る点が特長であ り,ま た血中濃度 も早急

に高 くな ることは整形外科領域では今後大 いに使用すべ

き薬剤 と患われ る。

特 に整形外科学では,骨 系統,神 経系統,筋,腱 系統

な ど,感 染 に対 して非常に抵抗力の弱い系統 の疾患を取

り扱つてお り,ま ず,感 染,化 膿の防止 に配慮す る必要

がある。

万 一、化膿 を生 じた な らば,創 は喀開 し,骨 髄炎,軟

部組織 の壊死 は必発 である。

この ような悲惨 な症例 の発生を小量の投 与に よつ て防

止 し,万 一感染 した ときや,化 膿を生 じた ときには,殺

菌作用を発揮 する抗生物質は整形外科分野には特に重要

な地位を 占め るもの と思われ る。

さらに,陳 旧性,難 治性 の炎症性疾患や,結 核性疾患

の混合感染例に対 して も,殺 菌作用 と血中高濃度 の特長

を活用 して,早 期に治癒 させる よう努力す る ことも大切

であ る。

これ らの 目的に対 して,Aminodeoxykanamycinは 抗

生物質 の内 で も一歩前進 した製剤 と思われる。

24症 例 とい う僅少例 ではあ るが,感 染性疾患に も76

%の 効果がみ られ,術 後症例に対 して も90%に 効果 が

み られ てお り,し か も,1例 の発疹を除いて,全 例に,
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肝,腎 機能障害,聴 力障害,第8脳 神経障害 などがみ ら

れなかつた点 などか ら,今 後,大 いに応用,使 用範囲が

拡がつて くるものと思われ る。

また,症 例5の よ うに,他 の静菌作用を有す る抗生物

質を投与 していて も術後解熱 しない症例にAminodeoxy-

kanamycinを 投与 し,2日 後 に解熱 させ た こ と は,

Aminodeoxykanamycinが 殺 菌作用 を有 している点が特

長 と思われ る。

したがつて,術 後,静 菌作用 を有 する抗 生物質投与 に

よつて,解 熱をきた さず,術 後,感 染,化 膿 の恐れ のあ

る と思われ る症 例にA斑 三nodeoxykanamycinを 使用す る

こ とも大 いに推奨すべ きことと思われ る。

な お,今 回は,化 膿菌 の検 出が 僅少例 であ り,観 察

期間 も短期 であつたが,今 後は,術 部局所に使用 し,

Am三nodeoxykanamyciRの 特長 であ る殺菌作用を さらに

高め る方法を行なつてみたい と思つてい る。 また,骨 髄

炎 に対 する局所 灌流法に も症例があれば,ぜ ひ使用 して

み たいと思つ ている。

また,Am三nodeoxykanamycinが ペ ニシ リン合成 剤な

どと同様に,殺 菌作用 を有する ことは,本 剤 の特長であ

り,し か も,使 用前に煩雑 なテス トをす る必要 もな く,

緊 急を要す る症例に も安心 して使用 できる利 点が,さ ら

にあ るもの と思われ る。

特 に,整 形外科領域においては,陳 旧性,難 治性 の骨

髄炎な どの急性,慢 性炎症例は もち ろんの こと,開 放骨

折例や・受傷後ただちに使用 し 殺菌作用の効果 と,感

染防止の役割を同時に果す抗生物質 と して,今 後大いに

期待で きるもの と思われ る。

VIII.む す び

1)24症 例 に対 して,Aminodeoxykanamycinをi回

200mg,艮 日400mgを5日 間連 続投与 した。

2)感 染性痴 憲 昏例 ・骨折7例 ・脊椎部疾患8例,そ

の他3例 で,感 染性 疾患 を除いてほとんどが手術後に使

用 した。

3)21症 例中1例 に400mg投 与後,全 身発疹をき、

た し・中止後2日 で完全 に消退 した症例を認めた。'しか

し・24例 中 ・肝・腎機能障害を使用後に認めた症例は

お らず,11例 の聴力検査例に も障害例はみ られなかつ}

た。

4)23例 中有効度(十)17例(フ4%〉,有 効度(±)4

例(17%)・ 有効度(D2例 で,97%に 効果がみ られたe

5)今 後は・局所 に殺函 作用 の特長 を生か して使用 し

てみたい と思 うり

本剤の使用に際 して御協力を載いた由口大学医学部整

形外科の諸先生,同 仁病院,坂 田外科 医院,興 産中央病

院 に深 謝致 します。 また,試 用の機会 を与え られた明治

製菓(株 〉徳 山支店 に感謝致 します。

CLINICAL EXPERIENCES  WITH  AMINODEOXYKANAMYCIN 

         IN THE FIELD OF ORTHOPAEDICS

                     KAZUO YAMAMOTO 
Department of Orthopaedic Surgery, Yamaguchi University School of Medicine

 Aminodeoxykanamycin, a new antibiotic , has been applied clinically, and the results were obtained 
as  follows: 

  (1) Aminodeoxykanamycin was administered to 24 cases consisting of 6 cases of infectious diseases, 
7 cases of bone fracture, and others. The dosage was 400 mg daily for 5 days except in 1 case. 

  (2) The results obtained were; effective in 3 cases, slightly effective in 2 cases and ineffective in I 
case for infectious diseases, and effective in 14 cases, slightly effective in 2 cases and ineffective in 2 cases 
for other diseases. 

 (3) The tests of hepatic and renal functions were carried out before and after the administration 
in all cases, and those of hearing acuity simultaneously in 11 cases. No abnormality was observed in 
those tests, except an eruption only in 1 case.




